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札内川 中流域 の植物相 ケショウヤナギ林分の発達に伴 う変化
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は じ め に

札内川は日高山脈から帯広までを流れる十勝川

水系の河川で,稀 少植物であるケショウヤナギの

国内最大の生育地 と して知 られている(新 山

1989;川 辺 ・斎藤1991;渡 辺ほか1999ab).本

河川の河床や川原は全般に礫質である.日 高山脈

の広い範囲が集水域であるため,融 雪期や大雨後

にはしばしば大規模な増水を引き起こす.河 道域

が広い中 ・下流域では増水のたびに新たな氾濫原

(河川裸地)を 生 じるたあ,異 なる撹乱時期に由

来するさまざまな遷移段階の氾濫原がモザイク状

に分布する.

本地域の河畔では典型的な一次遷移(Begonθ'

01.1990)の 例を観察することができる(遷 移に

ついてはホイッタカー1979,伊 藤1992も 参照) .

増水等の撹乱によって生 じた氾濫原には,ま ず種

子散布距離の長いヤナギ類が侵入 し,ケ ショウヤ

ナギを優 占種 とするヤナギ林が成立する(新 山

1989;渡 辺 ほか1999ab).こ こでは,多 くの草

本植物はヤナギ類の侵入 と同時かそれよりも遅れ

て侵入する.そ の後,こ のようなヤナギ林は,増

水によって再び氾濫原に戻るか,立 地の安定に伴っ

て次第にヤナギ類以外の落葉広葉樹林に遷移する

(渡辺ほか1999a).す なわち初期 には他発的遷

移,後 期には自発的遷移へと機構が変化する.実

際,河 道か らの距離に沿 った遷移系列が見 られる

が,堤 防の設置や農地が川岸近 くまで迫 っている

ことか ら不明瞭になっている地域 も多い.

今回,札 内川中流域の2地 区(5っ の植生タイ

プ)の 植物相にっいて調査を行なった.遷 移段階

の異なるケショウヤナギ4林 分と人工的な荒地の

1ケ 所である.こ れらの比較により,ケ ショウヤ

ナギ林の発達に伴 う植物相の変化を報告する.

調査地および方法

札 内川流域 の中札内村常盤地区 の河川堤防(以

下,「 荒地群落」 とい う),氾 濫原(ヤ ナギ稚樹群

集 を含 む),ケ ショウヤナギ若齢林(以 下,「 若齢

林」),ケ ショウヤナギ成木林(以 下,「 成木林」),

お よび帯広市大正地区 の北海道指定 の天然記 念物

の ケ ショウヤナギ林(以 下,「 老齢林」)の5ケ 所

で出現種を記録 した.い ずれ も右岸 で,荒 地群落

と老齢林以外 は堤外で ある.な お,氾 濫原 は渡辺

ほか(1999a)に お けるS1区 の 周辺 に該 当 し,

同様 に若齢林 はA1区,成 木林 はA2区,老 齢林 は

A3区 の各周辺 にそれ ぞれ該 当す る.各 区の最大

直径 および胸高断面積合計 は,若 齢林が12.8cm・

14.9cm2/m2,成 木 林が35.6cm・24 .5cm2/m2,老

齢 林 が49.2cm・82.8cm2/m2で あ る(渡 辺 ほか

1999a).氾 濫 原 にお いて数本 の稚 樹 の成長 痕 を

判読 した ところ,3～5年 生 であ った.ま た,成

木林 の林分 において林冠木1本(ケ シ ョウヤナギ)

か ら年輪 コアを採取 した ところ,約45年 で あ った.

若 齢林 の林齢 は推測 で約20年,老 齢林 は50年 以上

と思 われ る.大 正地 区では周 囲の開発が進んで農

地 に囲 まれ ているが,常 盤地 区では所 々 にハル ニ

レ ・ヤチダモなどの落葉広葉樹 か らな る林分 が隣
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接 してい る.

調 査 は1997年4月26～29日 に行 ない,同 年8月

2日 および1999年10月22日 に も補足的 な調査 を行

な った(老 齢林 は一 回 目のみ).い ず れの調査地

も踏査範 囲 は約1haと した.

出現種 は,レ ッ ドデータブック等(環 境庁2000,

北海 道2000年 発 表)に 該当す るか ど うか,帰 化種

(ま た は逸 出種)か どうか をチ ェ ック した.和 名

は㈱野生生物総合研究所 の北海道植物情報処理 シ

ステム(ECPLANT;日 野 間1993)に 基 づ き,

目録 に も環境庁 コー ドを付記 した.ま た,種 子の

散布様式 ・生活形 ・生育環境 の分 類を行な い,調

査地 ごとにそれぞれの種数 を集計 した.散 布様式

は,外 部形態 に基 づいて,「 風散布型」(翼 や冠毛

が特 に発達 す る もの),「 胞 子型」(シ ダ植物),

「短距離散布型」(散 布器官が不明瞭 な ものや長距

離散布 され ないと考え られ る もの),「 鳥散布型」

(赤 や黒色 の果肉に覆われ るもの),「 付着散布型」

(カ ギ状 の トゲ や芒,粘 性 に よって動 物 に付着 し

散布 される と考 え られ るもの),「 ネズ ミ散布型」

(野 ネズ ミ類 やエ ゾ リス,カ ケスに よ って散 布 さ

れ る堅果種子),「 ア リ散布型 」(エ ライオ ソーム

を持 っ もの)の7タ イプに分類 した.生 活形 は,

「一年草」,「一一稔草」,「多年草」(多 稔草),「 草 本

っ る」,「低木」,「高木」,「木本 つる」 の7タ イプ

に分類 した.こ こでは,一 稔草 とは一 回繁殖 型多

年草 と定義 し,従 来 の二年草(実 際に は繁殖 まで

の年 数 は2年 また はそれ以上 の 「可変二年 草」)

も ここに含 めたが,越 年 草(冬 録型一年草)は 一・

年草 に含 めた.ま た,セ リ科な どの大型 の一回繁

殖型 多年 草 は,生 活史の短 い一稔草 とは生活形 が

やや異な るので必要 に応 じて別 に扱 った.主 な生

育環境 は,「 川原」,「 荒地」,「 草地」,「 岩場」,

「湿地」,「林 縁」,「林内」の7タ イプに分類 した.

結 果

1.植 物 相

調 査 した5ケ 所全体 で は164種 を 確認 した(付

表,表1).荒 地 群落 では42種,氾 濫 原で は53種,

若 齢林 で は34種,成 木林 で は61種,老 齢林 で は

57種 だ った.こ の うち,ク ロビイ タヤは絶滅危惧

IB類(EN)に,ケ シ ョウヤ ナギ ・ミヤ マハ ナ

シノブは環境庁(2000)の 絶滅危惧II類(VU)

にそれぞれ該当する.ケ ショウヤナギは荒地群落

を除 く全調査地に出現 した.

帰化 ・逸出種 は22種だった.種 子の散布様式で

は,風 散布型が37種,胞 子型が5種,短 距離散布

型が79種,鳥 散布型が24種,付 着散布型が11種,

野ネズ ミ散布型が3種,ア リ散布型が5種 だった.

生活形では,一 年草が8種,一 稔草が21種(う ち

大型種が6種),多 年草が91種,っ る性草本が

5種,低 木が13種,高 木が23種,つ る性木本が

5種 だ った.ま た,川 原を主な生育場所 とする種

が8種,荒 地性が39種,草 地性が19種,岩 場性が

2種(岩 場はないが川に侵食され土ガケ状になっ

た場所がある),湿 地性が5種,林 縁性が54種,

林内性が37種 だった.

2.調 査地別の植物相の特徴

荒地群落では陽地1生の種が38種(90%)と 多 く,

特に牧草類を含む帰化種が18種(帰 化率43%)と

多かった.散 布様式では,短 距離散布型が25種

(60%),風 散布型が11種(26%)と 多 く,逆 に付

着型を除 く動物散布種が5種(12%)と 少なかっ

た.生 活形では,多 年草が25種(60%)と もっと

も多かったが,他 の植生と比べると一年草が6種

(14%),一 稔草(全 て生活史の短いタイプ)が

9種(21%)と やや多 く,逆 に木本が1種(2%)

のみだった.荒 地性の種が34種(81%)と 著 しく

多 く,逆 に林内性 ・林縁性の種は少なく,川 原に

特有の種 も0種 だった.

氾濫原では陽地性の種(川 原 ・荒地 ・草地を主

な生育環境 とする種)が35種(全 体の66%)と 多

く,帰 化種 も8種(15%)と 他の植生に比べて多

かった(表1).散 布様式では,短 距離散布型が

31種(58%),風 散布型が15種(28%)と 多 く,

逆に付着型を除 く動物散布種が3種(6%)と 少

なかった.生 活形では多年草が33種(62%)と もっ

とも多かったが,他 の植生 と比べると一年草が4

種(8%),高 木(稚 樹)も7種(13%)と やや

多 く,低 木が2種(4%)と 少なかった.川 原に

特有の種が7種(13%),荒 地性の種が18種(34%),

草地性の種が10種(19%)と 多 く,逆 に林内性の

種が2種(4%)と 少なかった.

若齢林では陽地性の種が6種(18%)と 少なく,
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表1.環 境 別 の 植 生 の 特 徴

Table1.Speciesnumbersofeachcategoryinseed-dispersal,lifeform,andprimary

habitatofspeciesineachstudysite. 一 大正

特性 区分 種数 荒地群落 氾濫原 若齢林 成木林 老齢林

合計164

帰化 ・逸出22

9
白

00

4

1
↓

53

8

34

1

61

1

57

2

散布様式 風

胞子

短距離

鳥

付着

ネズミ

アリ

37

5

79

24

11

3

5

11

1

25

1

4

0

0

15

0

31

3

4

0

0

5

3

6

4

『
0

1
⊥

0

1

14

2

21

16

3

2

3

18

2

15

15

2

2

3

生活形 一年草8

一稔草21

多年草91

草本つる3

木 本つる5

低木13

高木23

6

9

25

1

1

0

0

4

6

33

0

1

2

7

0

4

24

0

2

2

2

1

5

28

1

4

7

15

0

6

26

1

3

10

11

生育環境 川原

荒地

草地

岩場

湿地

林縁

林内

8

39

19

2

5

54

37

0

34

4

0

0

4

0

7

18

10

1

1

14

2

-
↓

-
↓

4

{1

9
臼

18

7

2

3

5

1

1

8

1

9
白

0
乙

5

6

3

0

2

19

22

全体の種数 も34種と少なか った.散 布様式では,

ア リ散布型 は見 られないが動物散布種 が10種

(29%)と なり,逆 に風散布型が5種(15%)と

少なかった.生 活形では,多 年草が24種(71%)

と多 く,一 年草は1種(3%)だ った.林 縁性の

種が18種(53%)と 多 く,林 内性 も7種(21%)

あったが,川 原や荒地に特有の種はそれぞれ1種

(3%)だ けだった.

成木林ではヤナギ科以外の高木種や林床性草本

が多 く,全 体の種数も61種と今回調査 した中でもっ

とも多か った.散 布様式では,鳥 散布型の16種

(26%)を は じめ動物散 布種 が24種(39%)と な

り,風 散 布型 も14種(23%)と 多 か ったが,他 の

植生 と比 べて短距離散布型 は21種(34%)と や や

少 なか った.生 活形 で は,多 年草が28種(46%)

と も っと も多 か ったが,低 木7種(11%),高 木

15種(25%)な ど木 本i類が多 くな り,一 年草 は

0種 だ った.林 縁性 の種 が28種(46%)と 多 く,

林 内性 も21種(34%)あ っ たが,陽 地性 の種 は

10種(16%)と 少 なか った.

老 齢林 で はヤナギ科以外 の高木種が多 く,全 体

の種数 も57種 と多か った .散 布様式で は,鳥 散布
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speciesineachsite.

型の15種(26%)を は じめ動物散布種 が22種

(39%)と なり,風 散布型も18種(32%)と 多かっ

たが,短 距離散布型は15種(26%)と 他の植生 と

比べて少なかった.生 活形では,多 年草が26種

(46%)と もっとも多かったが,低 木10種(18%),

高木11種(19%)な ど木本類が多 くなり,一 年草

は0種 だった.林 内性の種が22種(39%)と もっ

とも多 く,林 縁性 も19種(33%)あ ったが,陽 地

性の種は14種(25%)と 少なかった.

3.遷 移段階による植物相の変化

遷移の進行に伴 って明瞭な変化を示 した植物群

を図1か ら図4に 示 した.

陽地性 と森林性の種の割合 は遷移の途中で逆転

していた(図1).な お,「 森林性」 は林縁性およ

び林内性種を合わせたものとし,「その他」には

光要求性では分布が説明できない湿地性 ・岩場性

の種を入れた.

帰化(逸 出)種 の割合は遷移初期に高いが遷移

の進行に伴 って急速に減少 した(図2).

一年草は遷移初期には含まれるが,遷 移の進行

に伴 って消失 した(図3).反 対に,木 本類は遷

移初期には少ないが,次 第に増加 した.な お,こ

こでは多年草の中に一稔草を含めている.

動物散布種は遷移の進行に伴 って増加するが,

付着型だけは遷移初期に多かった(図4;縦 軸が

種数であることに注意).

考 察

各調査地の出現種数は,34～61種 とそれほど大

きな違いはなかったが,植 物相にはい くつかの違

いが見 られた.特 徴的な相違点について,遷 移段

階 との関係から以下に述べる.
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1.遷 移に伴って減少する植物群

荒地性 ・草地性の種は遷移初期に多 く,遷 移が

進むにっれて少な くなった.特 に,帰 化種は氾濫

原では8種,荒 地群落では18種 も出現 したが,森

林では1～2種 しかなかった.こ のような変化は

遷移における一般的なパ ターンである(ホ イッタ

カー1979な ど).林 分の発;達に伴 って光環:境が悪

化するために,一 旦侵入 した陽地性の種は地上植

生か ら消えてしまうが,こ れらの多 くが埋土種子

相に宿存 している可能性は高い(鷲 谷・森本1993の

pp102-105を 参照).

生育形別では,一 年草が氾濫原 ・荒地群落に多

く,一 稔草 も生活史の短い種は氾濫原 ・荒地群落

で多かったが,遷 移 とともに減少 した.こ れは,

撹乱頻度が著 しく多い氾濫原 ・荒地群落では繁殖

前期間の短い方が有利であるためと考え られる

(荒地群落では定期的な草刈 り ・車輌の通行など

が撹乱要因となっている).

2.遷 移に伴って増加する植物群

付着型を除く動物散布種は遷移初期には少なく,

遷移が進むほど多 くなった.こ れについては次の

ような要因が考えられる.第 一に,動 物散布種の

多 くは被陰耐性はあるものの乾燥耐性 の低い木本

種であり,本 地域では雨が少ないうえ(大 川1992),

礫質の氾濫原では乾燥のために実生の定着が難 し

い.し か し,ヤ ナギ林が形成されることにより土

壌が湿潤 となって発芽定着が しやすくなると考え

られる.第 二に,果 実食の鳥や趨歯類が森林空間

を好んで利用するため,ヤ ナギ林の成立によって

種子の散布量が増加することも影響 しているだろ

う.

木本全体の種数も遷移初期に少な く,遷 移が進

むほど多 くなった.斎 藤 ほか(1991)も,十 勝川

水系の音更川の発達 したケショウヤナギ林分にお

いて,下 層にハルニレ・イタヤカエデ ・オヒョゥ

などを確認 している.林 縁性 ・林内性の種 も遷移

初期に少な く,遷 移の進行に伴って多 くなった.

もっとも遷移の進んだ老齢林では,エ ゾエンゴサ

ク ・オオバナノエンレイソウ・セントウソウなど

の春植物 も目立 った.

3.ヤ ナギ林の遷移に伴 う植物相の変化(ま とめ)

氾濫原植生の時間変化を模式的に示 した(図5) .

上は総種数および侵入 ・消失種数の変化を表 して

おり,下 は一つの氾濫原の群落変化を表 している.

本地域では,大 規模な増水で生 じた氾濫原(裸

地)に は速やかに植物が侵入する.初 期相は主に

木本によって形成 されるが,草 本が優 占する群落

や再び増水を受けるなどして裸地のままの部分も

モザイク状に分布する(今 回の 「氾濫原」に該当).

侵入 した木本には流されずに残 った根株からの萌

芽 もまれにあるが,ほ とんどは種子による再生で

ある.稚 樹群集は,20年 程度で林冠の閉 じたケショ

ウヤナギ林またはオノエヤナギーエゾノキヌヤナ

ギ林 となる.こ の段階に該当する今回の 「若齢林」

では,平 均的な樹高が約10mだ った(渡 辺 ほか,

未発表).草 本群落 ・裸地 も若干遅れてヤナギ林

となる.40年 程度経過すると,林 床に低木類や非

ヤナギ科木本の稚樹が侵入 し,階 層を生 じてくる.

この段階にある 「成木林」の樹高は約20mだ った.

さらに時間がたっと,ヤ ナギ類が衰退 し,ハ ルニ

レやヤチダモの優占する林 となる.こ の段階にあ

る 「老齢林」の樹高は約23mだ った.
一次遷移 としては種の交代がかなり早いのが特

徴である.実 際の植物相の変化は連続的であるが,

初期とヤナギ林形成後にまとまった侵入期がある

とみ られる.特 に,後 者の侵入期において動物が

植物遷移に大きな役割を果た していると考え られ

ることは興味深い.一 方,ヤ ナギ林の発達に伴っ

て光環境が悪化 し,陽 地性種が急速に消滅 してい

く.こ のため,総 種数は遷移に伴 って増加する傾

向があるが,単 純な増加関数にはならない.特 に,

陽地性種の消滅と2っ 目の侵入期の間には若干の

タイムラグが予想されることか ら,こ のとき一次

的に減少すると考えられる.

4.保 全上の問題

・一般に河川流域には帰化植物が多い(服 部1988
,

鷲谷 ・森本1993)が,本 地域では堤防部分を除

いて量 ・種数ともかなり少ない印象を受ける.こ

れは,清 流とされる札内川の氾濫原が もともと貧

栄養で,窒 素要求の大きい耕地雑草の生育を抑制

しているためと考えられる.も う一つの要因とし

て,増 水によって生育地が不定期的に破壊 される

ため,継 続的な群落を生 じにくいことが挙げられ

る.さ らに,本 地域では成長の速い木本類を主体
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図5.遷 移 に 伴 う氾 濫 原 植 生 の 変 化(模 式 図).

Figure5、Temporalchangeofflorainthefloodplain.

として遷移がスター トするため,陽 地性の帰化種

が侵入 ・定着できる期間が短いこともあるだろう.

しか し,周 辺農地などか ら有機物の流れ込みが続

けば,河 川水の富栄養化に伴って帰化植物が増加

することも予想される.富 栄養化 した関東の多摩

川などでは,礫 質の川原にもオニウシノケグサや

ニセアカシアが繁茂 したことにより,カ ワラノギ

クなどの在来種が生育地を奪われている(鷲 谷 ・

矢原1996,pp118-119お よびpp149-154を 参照).

また,堤 防の張り芝は帰化植物の種子供給源となっ

ており,氾 濫原にこれらが侵入する機会を増大さ

せている.遷 移の初期相に帰化植物が増加すると,

その後の遷移プロセスに影響することも考えられ

る.さ らに,上 流域に建設された大規模なダムに

よって過剰な流量調節が行なわれると,ヤ ナギ類

(特 にケショウヤナギ)の 侵入機会が減 る一方

(渡辺 ほか1999b),帰 化植物等の生育機会が増

加することが予想される.

また,川 沿いにわずかしか自然林が残 っていな

い状況では,種 子の生産量や散布者(鳥 など)の
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生息数が減 り,森 林性植物の移入が遅れて遷移プ

ロセスが正常に進まない可能性 もある.こ の場合,

植物相が本来のものと比べて貧弱になることも考

えられる.

現状では,堤 外において植生のある範囲はわず

かであり,多 様な遷移段階の植生が十分確保され

ているとはいえない.本 来の河川植生が健全かっ

持続的に維持されるためには,遷 移様式を考慮 し

て堤外面積をなるべ く広 くすべきである.で きれ

ばこの中に遷移の進んだヤナギ科以外を優占種 と

する広葉樹林が含まれることが望ましい.も しそ

れが無理な場合には,堤 内の川沿いにそのような

自然林を十分に確保するべきである.そ うでない

と,将 来的には上述 したような問題を招 くおそれ

がある.

とりわけ,ケ ショウヤナギにとっては堤外面積

の確保は重要な問題である.天 然記念物である大

正地区のケショウヤナギ林はすでに衰退が著しく,

やがて天然記念物の意義が消滅 し,指 定が解除さ

れることになるだろう.こ の例を見ても明らかな

ように,本 種の保護には小面積の地域指定は何 ら

役に立たない.本 種の場合は流域単位で(メ タ)

個体群が維持 されていることから,そ のような事

情を反映 した保護策の策定が必要であろう.

今 後 の 調 査

札内川中流域には今回調査 したものとは植物相

の異なるヤナギ林(エ ゾノキヌヤナギなどが優占

する林)が 見 られ,さ まざまな遷移プロセスの存

在を示唆す る.氾 濫原の遷移プロセスは初期条件

に強 く依存 していると考えられるが,遷 移初期の

条件は周辺植生 ・撹乱の規模や受ける季節 ・氾濫

原の土性などによって影響 され ると考 えられ る

(新山1989,渡 辺ほか1999b).今 後は,今 回調

査 した氾濫原だけでな くさまざまな遷移初期の氾

濫原に固定区を設置 し,定 期的にモニタリングを

行なって初期条件の重要性を明らかにしたい.

また,鳥 散布植物や林床性草本がいっごろ(ど

のような条件下で)侵 入 し増加 していくかを直接

的に明 らかにしたいと考えている.調 査地に近い

帯広市では自然復元のための植林が行なわれてお

り(伊 藤1997),今 後周辺域か ら森林性植物が侵

入することが期待されている(丹 羽 ほか2001).

遷移初期の自然林(ヤ ナギ林)に おける侵入メカ

ニズムが明らかになれば自然復元事業の参考(モ

デル)に なると思われる.
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autogenicsuccessionafterthat.Speciesreplace-

mentisveryspeedythroughinvasionanddisap-

pearance.

Summary

Torevealchangingprocessofspeciescompositionwithdevelopmentof

Salicaceaeforests,weinvestigatedfloraatthefivepointsofthemiddleareain

SatsunaiRiver,centralHokkaido.

Therewere53speciesinanewfloodplain(3-5yearsafteroverflow),34species

inaimmatureforests(about20years),61speciesinamiddle-agedforests

(about45years),57speciesinanoldSalicaceaeforests(morethan50years),

and42speciesinawastelandontheartificialbank(164speciesintotal).In

theearliersuccessionalstage,Salicaceae,annuals,andplantspeculiartosunny

habitatweremorethantheotherstages.Theseseemedtohavebeencolonized

bywind-dispersedseedsordormantseedsinthesoilcarriedbyswellingfrom

upPerarea.Incontrast,inthelaterstageastheoldSalicaceaeforest,shrubs,

animal。dispersedtreesandunderstoryherbsweremorethantheprevious

stages,andseveralspring-ephemeralsappeared.Thesemeansnextthings.First,

seedlingsofwoodyandunderstoryplantsarelikelytosurviveinforestbecause

ofimprovementofsoilmoisture.Second,manyplantspeculiartosunny

habitat,e.9.3∫1ε ηε ル 脚,disapPearedfromthepresentflora,becauseitwas

darkinforest.Inthisarea,theflorachangeshowsallogenicprimary-

successionintheearlierperiod,andgraduallyshowsautogenicsuccessionafter

that.Speciesreplacementisveryspeedythroughinvasionanddisappearance.
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